
 

 

 

テスト後の見直しが大事であることは知っていますよね。でも、ほとんどの人は間違えた問題をもう一度

解き直して、それで終わりにしています。もちろんそれでも勉強した意味はあるのですが、「間違えた問題」

ができるようになったからといって、「似たような問題」ができるようになっているとは限りません。 

ワンランク上の勉強をするためには、「間違えた原因」をはっきりとさせることが必要です。原因を知る

ことによって対策の方向性が見えてきます。次のようなフローチャートで考えてみましょう。 

例）20１９年度４月道コン中１数学 

 

 

不正解だった場合 

もう一度挑戦すると 

解ける                            解けない 

     なぜテストでできなかったか                      なぜ解けないのか 

時間が無かった  ミスをした   考え方が分からない  意味が分からない 

      ↓                ↓                ↓                    ↓ 

どうしたら時間を確保    ミスを減らすには      簡単な問題を利用して      教科書を参考にして用語 

できるのか          どうしたらいいのか     式のつくり方を覚える       など基本事項を調べる 

 

問題の答えは 80 秒 です。不正解だった人は、なぜ間違えてしまったのか、上の図のように考えてみま

しょう。これは通称、「知恵の木」と呼ばれる樹形図です。条件を細かく区切ることで枝の数はどんどん増

やすことができ、より具体的な対策方法を考えることができます。 

テストは受けて終わりではありません。むしろテスト後に本当の意味での勉強が始まるのです。失敗には

必ず原因があります。同じような過ちを繰り返さぬよう、しっかりと復習していきましょう！ 

テストは終わったあとが大事!? 


